
令和６年度 第１回庁内検討会における各課からの意見 

 

各課からの意見は次のとおりです。 

 

・「とめる」施策による効果として、駐輪環境の整備やシェアサイクルの利用促進によって、放置

自転車がどの程度減ったのか定量的に示すことができれば、PDCA サイクルを回す上で有意。 

 

・「はしる」施策による効果として、自転車通行環境の整備（整備の有無）によって、どの程度自

転車事故や歩道走行などが減ったのか分析し、本計画の効果検証と自転車ネットワーク路線の

整備効果・目標等の検討に反映すべき。 

 

・シェア型マルチモビリティの実証実験で、シェアサイクル事業者から提供される各種データを、

各種分析に活用すべき。 

 

・防災・安全交付金の重点配分対象事業として、「地方版自転車活用推進計画に基づく自転車通行

空間整備」（下記【参考資料】参照）が挙げられていることから、将来的な整備計画の策定の可

能性も踏まえて、重点化の要件に対応できる計画とすべき。 

 

 

 【参考資料】 

参考資料７ 


